
まちづくりの主役は市民のみなさんです。 

戸田市都市まちづくり推進条例は、まちづくりの主役である市民の 

みなさんのより良いまちを目指した活動を初期段階から市が支援し、 

より良いまちづくりを推進することを目的としています。 

支援の柱は、「地区まちづくり」（身近な地区を対象とし、地区の 

環境の保全や整備を目的として行う活動）と「テーマ型まちづくり」 

（まちづくりの特定のテーマについて行う研究又は実践活動）の２つです。 

この冊子は、この条例のあらましを説明するものです。 

戸田市都市まちづくり推進条例検討の経緯 

２００３年１０月～ 

２００７年５月～６月 

２００７年９月 

２００５年７月 

２００５年秋 

２００６年９月～１０月 

２００６年１０月 

市民会議によるまちづくり条例の検討 

 公募市民及び地域づくり活動等を行う者によって構成 

される「戸田市都市マスタープラン推進のための市民会議」 

が、まちづくり条例のあり方について検討をはじめました。 

まちづくり条例のあり方について市民会議から提言 

 約２年間にわたる検討の末、市民会議は「(仮称)戸田市 

まちづくり条例のあり方に関する提言」を市長に提出し 

ました。 

まちづくりの制度に関する市民アンケートの実施 

 まちづくりには、市民参加が必要不可欠であると考え、 

まちづくり条例の必要性などについて広く市民の意見を 

聞くために、アンケートを実施しました。 

条例骨子案についてパブリックコメントを実施 

 市民会議提言をもとに市内部で条例骨子案を検討し、 

パブリックコメントとして広く市民の意見を聞きました。 

(仮称)戸田市都市まちづくり推進条例骨子（案）に関する 

公開座談会を開催 

 多くの市民の参加のもとに「(仮称)戸田市都市まちづく 

り推進条例骨子（案）に関する公開座談会」を開催し、 

条例骨子案について意見交換しました。 

条例(素案)についてパブリックコメントを実施 

 条例骨子案に基づき、さらに検討を重ね、条例（素案）を定め、 

パブリックコメントとして広く市民の意見を聞きました。 

条例案の審議と制定 

 条例案を市議会に上程し、可決され、「戸田市都市まち 

づくり推進条例」が制定されました。 

戸田市役所 都市整備部都市計画課 ＴＥＬ   ０４８（４４１）１８００ 内線３２４・３９２ 
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地区の特性を活かしたまちづくり 

地区まちづくり 

●「地区まちづくり」とは 

●戸田市全体のまちづくりと「地区まちづくり」 

  戸田市全体のまちづくりの基本的方針として、「戸田市都市マスタープラン」が定められています。 

この都市マスタープランは、身近な地区のまちづくりを推進する上でも基本となります。 

 条例では、地区まちづくりの手順として、まず、地区における将来像、地区まちづくりの基本方針そ 

の他必要な事項を定めた「地区まちづくり構想」を地区住民等自らが策定します。これは、都市マスタ 

ープランの「地区詳細版」と位置づけられます。 

 また、まちづくり構想の具体化を図るため、必要に応じて、建築等に関する具体的なルール「地区ま 

ちづくり協定」をつくることができます。 

お住まいの身近な環境をあらためて考えてみませんか。意外なところにまちの魅力を発見したり、問題

点に気づいたりするのではないでしょうか。 
「地区まちづくり」とは、身近な地区を対象に、問題を解決する、良い環境を保全するなどの目的で取

り組む地区住民自身の活動を言います。 
「戸田市都市まちづくり推進条例」では、そのような「地区まちづくり」の推進を中心的課題ととらえ、

市民・事業者および市の役割や取り組みの方法を定めたものです。 

お住まいの身近な環境を、 

あらためて考えてみませんか 

・将来都市像 

・都市づくりの理念 

・将来の都市構造 

・将来人口 

・将来の生活者像・市民像 

・都市整備の方針 

・地域の将来都市像 

・地域整備の基本方針 

【全体構想】        【地域別構想】 

都市マスタープラン 

市の認定により、 
都市マスタープランの地区詳細版として位置づけ 

地区住民等により策定 

まちづくりの実践 

整合 

地区まちづくり 

構想 

地区の将来像や 

基本方針 

地区まちづくり 

協定 

具体的なルール 

【下戸田地域】 

【上戸田地域】 

【新曽地域】 

【笹目地域】 

【美女木地域】 

 

(地区まちづくり構想の策定等) 
第14条 市長は、重点地区に指定した地区に 

おいて、地区まちづくり推進団体に対し、 
第10条の規定による地区まちづくり構想 
の認定又は第11条の規定による地区まち 
づくり協定の認定に向けた取組を要請す 
ることができる。 

2 市長は、必要に応じて重点地区に指定し 
 た地区の地区まちづくり推進団体に代わ 
り、第10条の規定による地区まちづくり 
構想又は第11条の規定による地区まちづ 
くり協定を策定することができる。 

3 市長は、前項の地区まちづくり構想又は 
地区まちづくり協定を策定する場合には、 
第10条第1項第1号及び第2号又は第11条第 
1項第1号の規定を遵守するものとする。 

4 市長は、第2項の規定による地区まちづく 
り構想又は地区まちづくり協定の策定を 
行うに当たっては、戸田市都市まちづく 
り推進会議の意見を聴くものとする。 

(地区まちづくり構想案の縦覧等) 
第15条 市長は、第10条第1項の規定による 

地区まちづくり構想の認定、第11条第1項 
の規定による地区まちづくり協定の認定、 
前条第2項の規定による地区まちづくり構 
想の策定又は地区まちづくり協定の策定 
をするときは、あらかじめ規則の定める 
ところにより、その旨を告示し、構想案 
又は協定案を、当該告示の日の翌日から 
起算して2週間公衆の縦覧に供しなければ 
ならない。 

2  前項の規定による告示があったときは、 
当該地区の地区住民等は、同項の縦覧期 
間満了の日までに、縦覧に供された構想 
案又は協定案について、市長に意見書を 
提出することができる。 

3 市長は、第1項の当該地区の地区まちづく 
り構想の認定、地区まちづくり構想の策 
定、地区まちづくり協定の認定又は地区 
まちづくり協定の策定をしないときは、 
戸田市都市まちづくり推進会議の意見を 
聴いた上で、速やかに、その理由を当該 
地区の地区住民等及び地区まちづくり推 
進団体に通知しなければならない。 

4 前3項の規定は、第10条の規定による地区 
まちづくり構想の認定、第11条の規定に 
よる地区まちづくり協定の認定、前条の 
規定による地区まちづくり構想の策定又 
は地区まちづくり協定の策定の変更につ 
いて準用する。ただし、規則で定める軽 
微な変更については、この限りでない。 

3 市長は、必要があると認めるときは、テ 
ーマ型組織等に対して、その活動の内容 
について報告又は説明を求めることがで 
きる。 

(活動の成果報告) 
第18条 第20条第2項の支援を受けたテーマ 

型組織等は、その活動内容及び成果を規 
則の定めるところにより、市長に報告し 
なければならない。 

(特定非営利活動法人への要請） 
第19条 市長は、テーマ型まちづくりの推進 

に必要と認めたときは、第17条第1項の規 
定により登録したテーマ型組織等のうち 
特定非営利活動促進法(平成10年法律第7号 
)に規定する特定非営利活動法人であるも 
のに対し、テーマ型まちづくりについて、 
調査、研究、提案等の活動を要請するこ 
とができる。 

区まちづくり推進団体の認定、第9条第1 
項の規定によるまちづくり検討地区の認 
定、第10条第1項の規定による地区まちづ 
くり構想の認定、第11条第1項の規定によ 
る地区まちづくり協定の認定、第13条第1 
項の規定による重点地区の指定又は第14 
条第2項の規定による地区まちづくり構想 
若しくは地区まちづくり協定の策定をし 
たときは、速やかに、その旨を公表する 
ものとする。 

2 市長は、地区まちづくり協定の適切な運 
用を図るため、第11条第1項の規定による 
地区まちづくり協定又は第14条第2項の規 
定による地区まちづくり協定について、 
その関係書類を一般の閲覧に供するもの 
とする。 

3 公表の方法等について必要な事項は、規 
則で定める。 

(勧告) 
第27条 市長は、次の各号のいずれかに該当 

する場合は、当該建築等事業者及び地区 
まちづくり推進団体に対し、期限を定め 
て必要な措置を講ずるよう勧告すること 
ができる。 

(1) 第11条第1項の規定による地区まちづく 
り協定の認定又は第14条第1項の規定によ 
る地区まちづくり協定が策定された地区 
において、第12条第1項の規定による建築 
等事業者の届出行為及び第2項の規定によ 
る地区まちづくり推進団体との協議を行 
わない場合 

(2) 第20条第1項、第21条及び第22条の規定 
により、市から支援を受けている地区ま 
ちづくり活動組織及び地区まちづくり推 
進団体が適正な活動を行っていないと認 
められる場合 

(3) その他市長が必要と認めた場合 
2 市長は、前項の規定による勧告を行うに 

当たっては、推進会議の意見を聴くこと 
ができる。 

(勧告の公表) 
第28条 市長は、前条第1項の規定による勧 

告に従わない建築等事業者及び地区まち 
づくり推進団体の団体名、所在地、代表 
者名及び勧告の事実を規則の定めるとこ 
ろにより公表することができる。 

(表彰) 
第29条 市長は、良好なまちづくりに貢献し 

たと認められる地区まちづくりに関する 
活動、テーマ型まちづくり活動その他ま 
ちづくり事例について表彰することがで 
きる。  

(適用除外) 
第30条 この条例の規定は、次に掲げる事項 

については、適用しない。 
(1) 災害時に必要な応急措置として行われる 
もの 

(2) 法令又はこれに基づく処分の履行として 
行う行為 

(3) 法第4条第15項の都市計画事業の施行と 
して行う行為 

(4) 法第21条の2の規定による都市計画の決 
定等の提案(ただし、地区計画は除く。) 

(5) 通常の管理行為又は軽易な行為 
(6) 前各号に掲げるもののほか、国又は地方 
公共団体が行う行為 

(その他) 
第31条 この条例に定めるもののほか必要な 

事項は、規則で定める。 
附 則 
この条例は、平成 20年 4月 1日から施行する。 

第３章 テーマ型まちづくりの推進 

第４章 まちづくり活動の支援 

第５章 戸田市都市まちづくり推進会議 

第６章 雑則 

第25条 市長の諮問に応じ、地区まちづくり 
に関する基本的事項を調査審議するため、 
市長の附属機関として、戸田市都市まち 
づくり推進会議(以下｢推進会議｣という。) 
を置く。 

2 推進会議は、地区まちづくりに関する基 
本的事項について、市長に意見を述べる 
ことができる。 

3 推進会議の組織及び運営について必要な 
事項は、規則で定める。 

(テーマ型まちづくりの活動推進) 
第16条 市長は、テーマ型まちづくりを育成 

し、発展させるために必要な措置を講ず 
るよう努めなければならない。 

2 市長は、戸田市都市マスタープランに係 
る地域や市全体を対象とする計画及び施 
策に関する提案について、必要な措置を 
講ずるよう努めるものとする。 

3  市長は、市民によるまちづくり実践活動 
を広めることを目的としたまちづくり実 
践活動の企画に関する提案について、必 
要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

(テーマ型まちづくり活動組織等) 
第17条 市民は、市長が定める要件を満たし 

たテーマ型まちづくり活動を行うグルー 
プや組織を作ったときは、当該組織をテ 
ーマ型まちづくり活動組織等(以下「テー 
マ型組織等」という。)として、規則の定 
めるところにより、市に登録することが 
できる。 

2 テーマ型組織等は特定の者の利益を図る 
ことがあってはならず、その活動目的は 
テーマ型まちづくり活動でなければなら 
ない。 

(公表、閲覧等) 
第 26条 市長は、第 8 条第 1 項の規定による地 

(まちづくり初動期における支援) 
第20条 市長は、第7条の地区まちづくり活 

動組織に対して、規則の定めるところに 
より、まちづくり初動期の支援を行うこ 
とができる。 

2 市長は、第17条第1項の規定により登録し 
たテーマ型組織等に対して、規則の定め 
るところにより、まちづくり初動期の支 
援を行うことができる。 

(地区まちづくり推進団体への支援) 
第21条 市長は、第8条の地区まちづくり推 

進団体が第9条の規定によるまちづくり検 
討地区の認定を受けた場合は、規則の定 
めるところにより、まちづくり活動の支 
援を行うことができる。 

(地区計画等の活用支援) 
第22条 市長は、第10条第1項の規定による 

地区まちづくり構想の認定又は第11条第1 
項の規定による地区まちづくり協定の認 
定をした地区において、地区計画及び建 
築協定を活用した地区まちづくりを引き 
続き推進する地区まちづくり推進団体又 
は地区まちづくり構想におけるまちづく 
り事業を推進する地区まちづくり推進団 
体に対し、前条の規定に基づくまちづく 
り活動の支援を継続することができる。 

(地区施設等への支援等) 
第23条 市長は、地区計画及び地区まちづく 

り構想を活用した地区まちづくりを推進 
するため、法第12条の5第2項の地区施設 
等について、地区まちづくり推進団体が 
企画等をするときは、規則の定めるとこ 
ろにより、必要な支援を行うことができ 
る。 

2 市長は、前項の支援を行うときは、該当 
する地区の地区まちづくり推進団体と維 
持管理等について、協議するものとする。 

(まちづくり支援機能の充実) 
第24条 市長は、市民によるまちづくり活動 

を柔軟かつ適切に支援する機能及び場の 
充実に努めるものとする。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「地区まちづくり構想」は、地区における将来像やまちづくりの基本方針を地区住民等で定めるもの 

です。また、構想実現のために必要なルールとして、市が認定する「地区まちづくり協定」を定めるこ 

とができます。 

 

地区まちづくり 

構想 

 

地区の将来像や 
基本方針 

 

「地区まちづくり構想」 

 

具体的なルール 

地区まちづくり 

協定 

 「地区まちづくり協定」 

 

「地区まちづくり構想」 
地区の将来像や基本方針 

 

「地区まちづくり協定」 
具体的なルール 

 

まちづくりの実践 
・市のまちづくり事業の実施 
・地区住民の取り組み等 

 

《まちづくりの目標》 

例） ・今の環境の良さを守り、安全なまちにしていこう 

《まちづくりの基本方針》 
例） ・この生活道路は、消防車などの緊急車が入れる 
    ように、将来拡げていこう 
  ・緑化を進めよう 
 

 「地区まちづくり協定」は、「地区まちづくり構想」実現のために地区住民等の間で定めるルールで、 

ソフト面を含むことができるなど、地区の状況に応じた柔軟な内容とすることが可能です。また、市の 

認定を条件として、建築行為等の事前届出や市による勧告等の措置など、ルールの運用方針や運用主体 

についても定めることが可能です。 

 

法的ルールへの展開も可能  

 
「地区まちづくり協定」 

 

《地区まちづくりのルール》 

 

「地区住民等の多数 
の支持」などを条件 
に市が認定します 

 

ソフトな項目も含んだ柔軟なルール 

（「地区まちづくり協定」等条例で規定） 

 

都市計画法・建築基準法等に基づく 
「地区計画」や「建築協定」 
 

例） 

・生活道路を拡げていくために、  

 家を建て替える時には道路に面  

 して少しずつ下がって建てよう  

・緑化を進めるために、塀は生け  

 垣にしよう  

 

例） 

・建て替える時には道路中心か  

 ら３mずつ下がって建てる  

・塀をつくる場合は、生け垣を  

 基本とし、ブロック塀の高さは、  

 50cm以下にする  

 

市民と市が協力し合いながら、 
まちづくりを推進していきます 

 

●市からまちづくり推進を呼びかける「まちづくり推進重点地区」  

 

 市長は、特にまちづくりの推進が必要であると判断した地区について、「戸田市都市まちづくり推進  

会議」の意見を聞いた上で、「まちづくり推進重点地区」に指定することができます。地区の指定にあ 

たっては、情報を広く公表し、地区の皆さん自身による取り組みを促しながら、市民と市が協力し合い 

まちづくりを推進していきます。 

 

※Ｐ４参照 

 

平成 19 年９月２８日 条例第１８号 

第１章 総則 

 わたくしたちのまち戸田市は、豊かな荒川 
の流れと麗しい武蔵野の大地がはぐくむ豊か 
な緑の資源を有するとともに、近年において 
急激に都市化が進展している、首都に隣接し 
た都市である。 
 こうした社会情勢の変化の中、先人達の知 
恵や足跡を大切に引き継ぎながら「ふるさと 
戸田」を感じられる愛着と誇りを持てる都市 
を築き、守り、更に次代に引き継ぐために、 
戸田市におけるまちづくりの仕組みを定める 
必要がある。 
 これは、先人達が築き上げた郷土を、より 
豊かに、より魅力的なものにするための手順 
や手続であり、この仕組みをいかしながら、 
市民、事業者及び市がそれぞれ役割と責任を 
持ち、戸田市のまちづくりを協働で継続して 
いかなければならない。 
 わたくしたちは、「人や自然にやさしいま 
ち」を基本理念に、「やさしさのまち、水と 
緑あふれる美しい文化・産業・公園都市」を 
将来都市像として掲げ、その実現を目指し、 
すべての人にとってやさしいまちづくりを推 
進していくために、この条例を制定する。     
 
 
 
 
 
 
 
 

(目的) 
第1条 この条例は、都市計画法(昭和43年法 

律第100号。以下｢法｣という。)第18条の2 
の規定に基づき本市の都市計画に関する 
基本的な方針として定めた戸田市都市マ 
スタープランの実現のために、市民、事 
業者及び市の責務を明らかにするととも 
に、市民が主体となってまちづくりに取 
り組む上で、市民のまちづくり提案や住 
民発意による活動を受け止める仕組みに 
関する基本的な事項を定め、市民、事業 
者及び市の協働によるまちづくりの推進 
を図ることを目的とする。 

(用語の定義) 
第2条 この条例において、次の各号に掲げ 

る用語の意義は、それぞれ当該各号に定 
めるところによる。 

(1) まちづくり 良好な市街地形成を目指し 
て行う市民、事業者及び市の活動をいう。 

(2) 地区住民等 地区まちづくりを行う身近 
な区域に居住する者及び土地又は建物に 
関する権利を有する者をいう。 

(3) 地区まちづくり 身近な生活の区域を対 
象とし、地区の環境保全又は市街地整備 
を目的として地区住民等が行う活動をい 
う。 

(4) テーマ型まちづくり 環境保全又は市街 
地整備に係る戸田市都市マスタープラン 
の特定のテーマに賛同する者が集まって 
行う研究又は実践活動をいう。 

(市の責務) 
第3条 市は、まちづくりの推進に関して、 

必要な施策を策定し実施するものとする。 
2 市は、まちづくりの推進に必要な調査及 

び研究を行うとともに、市民に分かりや 
すく適切な情報を提供するものとする。 

3 市は、まちづくりに関して、市民及び事 
業者の意識を高め、まちづくりに理解を 
得るよう努め、まちづくりへの参加を促 
すものとする。 

(市民の責務) 
第4条 市民は、まちづくりに参画し、まち 

づくりを推進するよう努めるものとする。 
2 市民は、この条例に基づいて実施する施 

策及び市民主体のまちづくり推進活動に 
協力するよう努めるものとする。   

(事業者の責務) 
第5条 事業者は、事業活動を通じて地域社 

会における自らの役割を自覚し、まちづ 
くりに寄与するよう努めるものとする。 

2 事業者は、この条例に基づいて実施する 
 

施策及び市民主体のまちづくり推進活動 
に協力するよう努めなければならない。 

(地区計画等の活用) 
第6条 市及び地区住民等は、良好な市街地 

形成のため地区まちづくりの推進を図る 
とともに、地区計画(法第12条の4第1項第1 
号の地区計画をいう。以下同じ。)及び建 
築協定(建築基準法(昭和25年法律第201号) 
第69条の建築協定をいう。以下同じ。)の 
活用に努めるものとする。 

(地区まちづくり活動組織) 
第7条 地区住民等は、市長が定める要件を 

満たした、地区まちづくり活動を行う組 
織(以下｢地区まちづくり活動組織｣という。 
)をつくり、規則の定めるところにより、 
登録することができる。 

2 地区まちづくり活動組織は、その活動の 
対象となっている地区における他の地区 
まちづくりに係るものと協力し、当該地 
区における地区まちづくりの推進に努め 
なければならない。 

3 地区まちづくり活動組織は、その活動の 
内容について、当該活動の対象となって 
いる地区の地区住民等に説明するよう努 
めなければならない。 

4 市長は、必要があると認めるときは、地 
区まちづくり活動組織に対しその活動内 
容の報告又は説明を求めることができる。 

(地区まちづくり推進団体) 
第8条 地区まちづくり活動組織のうち、次 

の各号のいずれにも該当する場合は、規 
則の定めるところにより、地区まちづく 
り推進団体として市長の認定を受けるこ 
とができる。 

(1) 地区住民等で構成された団体であること。 
(2) その取組が団体の活動地区の地区住民等 

に周知されていること。 
2 市長は、前項の規定による認定をしよう 

とするときは、戸田市都市まちづくり推 
進会議の意見を聴くものとする。 

3 市長は、必要があると認めるときは、地 
区まちづくり推進団体に対しその活動内 
容の報告又は説明を求めることができる。 

(まちづくり検討地区) 
第9条 地区まちづくり推進団体は、地区ま 

ちづくりを進める区域を定め、規則の定 
めるところにより、まちづくり検討地区 
として市長の認定を受けなければならな 
い。 

2 市長は、前項の認定をしようとするとき 
は、戸田市都市まちづくり推進会議の意 
見を聴くものとする。 

(地区まちづくり構想の認定等) 
第10条 地区まちづくり推進団体は、地区に 

おける将来像、地区まちづくりの基本方 
針その他必要な事項を定めたもの(以下｢構 
想案｣という。)を策定し、次の各号のいず 
れにも該当する場合は、規則の定めると 
ころにより、地区まちづくり構想として 
市長の認定を受けることができる。 

(1) 構想案がまちづくり検討地区の地区住民 
等の多数の支持を得ていること。 

(2) 構想案が戸田市都市マスタープラン等の 
内容に整合していること。 

(3) その他市長が定める要件を満たしている 
こと。 

2 市長は、前項の認定をしようとするとき 
は、戸田市都市まちづくり推進会議の意 
見を聴くものとする。 

3 地区まちづくり推進団体は、構想案の策 
定に当たり、対象となる地区住民等に当 
該構想案に関する情報の公表及び周知を 
行い、当該地区住民等の理解を得るよう 
努めなければならない。 

4 市長は、構想案に関し地区まちづくり推 
進団体に対し、必要な指導、助言等を行 
うことができる。 

(地区まちづくり協定の認定等) 
第11条 地区まちづくり構想の認定を受けた 

地区まちづくり推進団体は、地区の良好 
な環境の保全や改善等を図るため土地利 
用、建築、地区施設等に関するルール(以 
下「協定案」という。)を策定し、次の各 
号のいずれにも該当する場合は、規則の 
定めるところにより、地区まちづくり協 
定として市長の認定を受けることができ 
る。 

(1) 協定案がまちづくり検討地区の地区住民 
等の多数の支持を得ていること。 

(2) その他市長が定める要件を満たしている 
こと。 

2 市長は、前項の規定による認定をしよう 
とするときは、戸田市都市まちづくり推 
進会議の意見を聴くものとする。 

3 地区まちづくり推進団体は、協定案の運 
用方針及び運用主体について、市と協議 
の上、定めることができる。 

4 地区まちづくり推進団体は、協定案の策 
定に当たり、対象となる地区住民等に当 
該協定案に関する情報の公表及び周知を 
行い、当該地区住民等の理解を得るよう 
努めなければならない。 

5 事業者及び地区住民等は、地区まちづく 
り協定を遵守しなければならない。 

(建築行為等の誘導) 
第12条 地区まちづくり協定の対象地区にお 

いて、地区まちづくり協定に係る建築等 
（建築基準法第2条第13号の建築その他規 
則で定める行為をいう。以下｢建築等｣と 
いう。)を行おうとする者(以下｢建築等事 
業者｣という。)は、規則の定めるところに 
より、その旨を市長に届け出なければな 
らない。 

2 建築等事業者は、前項の届出を行おうと 
するときに、第11条第3項の規定により運 
用が決められている場合には、あらかじ 
め当該地区まちづくり協定の建築等に係 
る事項について、地区まちづくり推進団 
体と協議を行わなければならない。 

3 市長は、前項の協議に関して必要がある 
と認めるときは、建築等事業者に対し、 
指導、助言等を行うことができる。 

4 市長は、当該建築等が地区まちづくり協 
定に適合していない場合に必要があると 
認めるときは、建築等事業者に対し、当 
該建築等を地区まちづくり協定に適合さ 
せるための措置を取るように要請するこ 
とができる。 

(まちづくり推進重点地区) 
第13条 市長は、次の各号のいずれかに該当 

する地区において、市街地整備及び都市 
環境の改善を目的としたまちづくりを重 
点的に推進する必要があると認めるとき 
は、当該地区をまちづくり推進重点地区( 
以下｢重点地区｣という。)として指定する 
ことができる。 

(1) 戸田市都市マスタープランにおいて、重 
点的な都市整備が必要とされている地区 

(2) 法に基づく都市計画事業の施行地区及び 
その周辺地区 

(3) 公共施設又は公益施設の整備に合わせて 
総合的なまちづくりが必要な地区 

(4) その他特に市長が必要と認めた地区 
2 市長は、前項の規定により重点地区を指 

定するときは、戸田市都市まちづくり推 
進会議の意見を聴くものとする。 

3 市長は、第1項の規定により重点地区を指 
定したときは、市民及び対象となる地区 
の住民等に情報の公表及び周知を行い、 
広く理解を得るよう努めなければならな 
い。 

 

第２章 地区まちづくりの推進 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

【地区まちづくり】 

 都市マスタープランの地区詳細版として位置づけられる「地区まちづくり構想」の策定と柔軟なルール 

「地区まちづくり協定」づくりの仕組みを定めています。 

 

地区まちづくりとテーマ型まちづくり 

 
身近な地区の活動と、多様なテーマに応じた活動を柱として 
まちづくり活動の推進 

 

【テーマ型まちづくり】 

 地域や市全体を対象とする計画や施策の提案「まちづくり計画提案」、まちづくり実践活動の企  

 画に関する提案「まちづくり実践提案」の展開を通じて、市民の手によるまちづくり活動の実践  

 拡大の仕組みを定めています。 

 

まちづくり活動の支援  

 
活動の初期段階から、構想や協定づくり・施設の維持管理など、 
段階や状況に応じた多様な支援 

 
【まちづくり初動期の支援】 

 地区まちづくりやテーマ型まちづくりの活動組織に対して、情報提供やまちづくり相談（まちづくり 
 専門家等の派遣）などを行います。 
 

【地区まちづくり推進団体への支援】 

 地区まちづくりを対象に、地区まちづくり推進団体に対して、まちづくり初動期の支援のほか、地区  

 まちづくり活動支援などを行います。 

 
【その他様々な支援】 

 その他、市民主体のまちづくり活動について、様々な支援を行います。 

 ① 地区計画や建築協定の活用をしようとする場合の支援 

 ② 道路・公園との維持管理に関するまちづくり実践活動への支援 

 ③ その他、まちづくり活動を柔軟・適切に支援する機能や場の整備 

 

戸田市都市まちづくり推進会議 

 
活動支援の適否や構想・協定の認定など、 
市民も加わり客観的な判断に基づいて審議 

 
「地区まちづくり」を中心に、地区まちづくり構想や地区まちづくり協定の認定等について、客観的な 

判断に基づいて審議し、その妥当性等について市長に意見を述べる機関です。 

 委員は、公募市民、市内関係団体の代表、学識経験者によって構成されます。 

 

 まちづくりを進めるためには、 

地区住民等が集まって、具体的 

に話し合う場が必要となります。 

 地区まちづくり活動組織のう 

ち、地区内で取組が周知されて 

いる組織を「地区まちづくり推 

進団体」と呼びます。継続した 

まちづくり活動に向けて、活動 

区域や、代表者・会則などを決 

めましょう。 

 

住
民
発
意
型
に
移
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る 

 

地区まちづくりの進め方（例）

 

 

地区まちづくりには、決まった進め方があるわけではありませんが、ここでは、一般的な住宅地など 

でまちづくりに取り組む際の標準的手順と留意事項、条例に基づく市の支援などを示します。 

 

住民どうしが話し合う 

場をつくる 

 
地区住民等自らまちづくり 

をしようと考える場合  

 
 まち（地区）には色々な問題 

や課題があります。 

 まちづくりの必要性や課題な 

どについて、町会や自治会、商 

店会などの地域組織、あるいは 

普段のつきあいの中で話し合っ 

てみましょう。 

「地区まちづくり推進団体」を中心に、 

まちの将来像や計画などを話し合う 

 

 できるだけ多くの地区住民等 

の意見を反映しながら、将来、 

どんなまちにしていきたいか、 

目的や課題を共有しながら、そ 

のためにはどうすればよいかな 

どを話し合います。 

まず、まちを知ることからは 

じめてみましょう。 

 

市がまちづくりを呼びかける場合 
（「まちづくり推進重点地区」の指定） 

 

まちづくりを話し合う場 

「地区まちづくり推進団体」をつくる 

 

【市の役割】 ●まちづくり初動期の支援 

・まちづくりをはじめようとするグループや団体が「まちづくり活動組織」として市に登 

録されることにより、市は、情報提供・まちづくり相談 (まちづくり講師・専門家の派 

遣) を行います。 

 

調査や学習などを通じて 

まちの将来を考える 

 

まちづくりをはじめようと  

考える  

 

【活動例】 

・まちを歩いて問題点や課題 

 を話し合う（まちの点検） 

・ほかの地区のまちづくりの 

 研究など、調査・研究 

・話し合いの内容を広く周知 

 するための広報紙づくり 
 

 市は、まちづくりに取り組ん 

でほしい地区の皆様に活動の呼 

びかけをします。 

 特に重点的にまちづくりの取 

り組みが必要と考える地区につ 

いては、「戸田市都市まちづく 

り推進会議」の意見を聞いたう 

えで「まちづくり推進重点地区」 

として指定します。 

 

※ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民 

事業者 市 

市民・事業者・ 

市による 

協働のまちづくり 

まちづくりの基本理念  

 
市民・事業者・市の協働による将来都市像の実現 

 戸田市都市マスタープランの将来都市像として掲げられた「やさしさのまち、水と緑あふれる美しい 

文化・産業・公園都市」の実現を目指し、市の自然や都市的資源等の特性を生かしながら、市民と事業 

者および市がそれぞれの役割と責任を持ち、協働でまちづくりを継続していくことを基本理念とします。 

条例の目的  

 
都市マスタープラン実現のため、協働のまちづくりの推進 

 戸田市都市マスタープランに示された計画の実現を目指し、市民が主体となってまちづくりに取り組  
む上で、市民のまちづくり提案や住民発意による活動を受け止める仕組み、および市民・事業者・市に 
よる協働のまちづくりの推進を図ることを目的とします。 

【市民の役割】 

・まちづくりに参画し、まちづくりの推進に努めます。 

・この条例に基づいて実施する施策や市民主体のまち 
づくり推進活動に協力するよう努めます。 

【市の役割】 

・まちづくりの推進に関して必要な施策を策定し実施 

します。 

・まちづくりの推進に必要な調査・研究を行うとともに、 

市民にわかりやすく適切な情報を提供します。 

・まちづくりに関して市民および事業者の関心を高め、 

まちづくりに理解を得るよう努め、まちづくりへの 

参加を促します。 

 

市・市民・事業者の役割 

三者の協働の取り組みによるまちづくりの実現 

 

【事業者の役割】 

・事業活動を通じて、地域社会における自らの役割を 
自覚し、まちづくりに寄与するよう努めます。 

戸田市都市まちづくり推進条例のあらまし 

【市の役割】 ●地区まちづくりへの支援 

・まちづくりの課題や活動区域が明確になった団体が「地区まちづくり推進団体・まちづ 

 くり検討地区」として市に認定されることにより、市は、まちづくり初動期の支援のほ 

 か、地区まちづくり活動支援などを行います。 

※戸田市都市まちづくり推進会議とは 

・都市まちづくり推進会議は、市民主体のまちづくりに対して、客観的な判断 

に基づいて審議し、その妥当性等について市長に意見を述べる機関です。委員 

は、公募市民、市内関係団体の代表、学識経験者によって構成されます。 

（条例第25条 市長の諮問に応じ、地区まちづくりに関する基本的事項を調査 

審議するため、市長の附属機関として、戸田市都市まちづくり推進会議を置く。） 

市に認定を申請する 

将来像や計画をまとめ、 
地区住民等の賛同を得る  
  

話し合ってきた内容について、 

地区全体へ情報を発信し、意見 

を反映しながら地区全体として 

の賛同が得られるようまとめて 

いきます。 

 まとまった「地区まちづくり 

構想」と「地区まちづくり協定」 

に関する認定を、市に申請します。 

地区住民等は、 

まちづくりの実現に向けて、 

必要な実践活動を行います 

【活動例】 

・実現に向けた持続的な活動 

・地区計画への展開等 

市は構想や協定を認定する 

市に構想・協定に関する認定 

を申請する 

地区住民と市が協力して 

まちづくりを実現する 

「地区まちづくり構想」や 

「地区まちづくり協定」をつくる 

市は構想や協定の内容を 

適切に運用します 

 市は、申請された「地区まち 

づくり構想」や「地区まちづく 

り協定」について、「戸田市都 

市まちづくり推進会議」の意見 

を聴きます。 

 市は構想や協定を認定し、事 

前協議の仕組みをつくるなど必 

要な手立てを講じます。 

 市は、構想や協定に定められ 

た内容に沿って、建築行為等の 

届出制度の運用、必要なまちづ 

くり事業の実施等を行います。 
【活動例】 

・構想や協定に関する、アン 

 ケートの実施、ニュースの発 

 行等 

「地区まちづくり構想」 

  としてまとめる 
「地区まちづくり構想」の具体的ルールとして 

「地区まちづくり協定」 

  をつくる 

 
 

 

 

 
※ 



 

まちづくりに関する幅広い提案やまちづくり活動の実践

テーマ型まちづくり 

「テーマ型まちづくり」とは 

 必ずしも地区に捉われない、特定のテーマに対して賛同者が集まって行う研究や実践活動を「テーマ 
型まちづくり」と呼び、活動成果の生かし方等からみて「まちづくり計画提案」と「まちづくり実践提案」 
に区分します。 
 市は、これらのまちづくり活動を実践しやすいよう、今後、多様な支援や事業を展開していきます。 

【テーマ型まちづくり活動の基本的展開イメージ】 

地区にとらわれない、 

まちづくりの課題解決や、まちの魅力づくりがしたい 

自らまちづくり活動を実践するため、 
活動資金をはじめとして、 

市による支援を受けたい場合 

地域や市全体の具体的なまちづくりについて、 
そのあり方やアイディアなどを、 

提案したい場合 

まちづくり実践提案 

市民自らのまちづくり活動の企画提案に対し 
て、企画に応じて活動資金等を支援する制度 

【目的】 
・多様なまちづくり活動を盛んにしていき 
 ます。 
・まちづくりにおいて市民の力を活用し、 
 市民と市が力を合わせてまちづくりを進 
 めます。 

【進め方のイメージ】 

目的に応じた具体の実践活動の企画を提案 

活動企画を提案し、審査を受ける 

まちづくり実践活動を展開する 

活動成果をまとめ、公表する 

目的に応じた調査・研究 

市に提案する 

コンクール形式等で提案を発表し、審査を受ける 

提案を活用する（計画・施策等への反映） 

まちづくり計画提案 

地域や市全体を対象とする計画や施策に関す 
る提案制度 

【目的】 
・市民の意見を反映して都市マスタープラ 
 ン等の市の計画を充実していきます。 
・多くの市民がまちづくりに関わるきっかけ、 
 道筋をつけます（一定のルールに従えば 
 誰でもまちづくりについて提案できる）。 

【進め方のイメージ】 

地区まちづくりの基本的な流れ 

「戸田市都市まちづくり推進会議」の意見を聞く 

「地区まちづくり構想」について合意形成 

重点的なまちづくりの推進が必要と市が判断 住民によるまちづくりの発意 

「まちづくり推進重点地区」 

として指定・公表・周知 

「地区まちづくり構想」等の策定活動 
を「地区まちづくり推進団体」に要請 

市と地区住民等と協働で検討 

「地区まちづくり構想」案・ 
「地区まちづくり協定」案の作成 

告示・縦覧 

「地区まちづくり構想」・ 

「地区まちづくり協定」の認定 

「地区まちづくり活動組織」として 

 グループ・組織をつくる 
市へ登録申請 

まちづくりの進め方や、 
まちづくりの課題・検討テーマ等を考える 市の支援 

・情報提供 
・まちづくり相談 
（まちづくり専門 
 家等の派遣） 

・「地区まちづくり推進団体」をつくる 
・活動区域を明確にする 市へ認定申請 

市が「地区まちづくり推進団体・まちづくり検討地区」として認定 

「地区まちづくり構想」を検討 

「地区まちづくり構想」を決定 

・情報提供 
・まちづくり相談 
（まちづくり専門 
 家等の派遣） 
・地区まちづくり 
 活動支援 等 

「地区まちづくり構想」の認定を市に申請 告示・縦覧 

市で「地区まちづくり構想」の認定 

「地区まちづくり協定」の認定を市に申請 

市で「地区まちづくり協定」の認定 

 市による事前協議等、 
「地区まちづくり協定」の運用 

告示・縦覧 

構
想
と
同
時
の
協
定
策
定
も
あ
り
得
る 

住
民
発
意
型
に
移
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る 

地区住民等：住民自身によるまちづくりの実践 

市：まちづくり事業の実施 

（場合によっては） 地区計画によるルールづくりへの展開 

市の支援 


